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予算決算委員会会議記録 

１．日 時 
令和７年６月１７日（火） ９時２６分開会 

令和７年６月１７日（火）１０時２６分閉会 

２．場 所 議員協議会室 

３．出席委員 

堀毛宏章委員長、降矢杏奈副委員長、金崎美和委員、原田豊彦

委員、本多紀元委員、岡圭子委員、荒木礼子委員、桐村裕一委

員、小畠政行委員、隅田雅春委員、前田えり子委員、渡辺拓道

委員、稲山悟委員、野々村康委員、安井博幸委員、大内正博委

員、向井千尋委員、上田英樹委員 

４．欠席委員 なし 

５．協議事項 

議案第４８号 令和７年度丹波篠山市一般会計補正予算（第２号） 

６．議事の経過 

堀毛委員長 挨拶 

 

堀毛委員長 開議宣告 

 

９：２６  開議 

 

総務文教分科会座長報告 

■議案４８号 令和７年度丹波篠山市一般会計補正予算（第２号） 

原田座長より報告後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

― 質疑なし ― 

 

民生福祉分科会座長報告 

■議案４８号 令和７年度丹波篠山市一般会計補正予算（第２号） 

稲山座長より報告後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

渡辺委員     救急安心センター事業協議会負担金についてです。特に周知方法

についてですが、あらゆるメディアを使っての周知啓発を実施して

いきたいという部分があったと思いますが、本市においての懸案の
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課題は、特に救急搬送数の増加に対し、救急安心センター事業のサ

ービスがどれだけ救急隊の負荷を下げていくかという部分にあると

思います。そういった意味では、周知についてしっかり力を入れて

行って頂けると思ったのですが、今回、周知啓発関係の予算が入っ

てないということで、今後いろんなことを行いながら追加の予算も

しつつ進めていくような考え方まで示されたのか。現時点ではそこ

までは考えていないというようなことだったのか、報告を頂けたら

と思います。 

稲山座長     分科会の審査におきましても、上田議長から、この事業について、

市民への周知が１番大事であるという意見がありました。先行実施

されている大阪市のアンケートなども踏まえた上で、市民への周知

には時間がかかるので、継続してＰＲをしていきたいとの説明があ

りました。広報に関して、具体的な予算を今後計上するといった議

論はありませんでした。従いまして、報告させていただきましたと

おり、現在ある広報手段を一時だけではなく、何回にもわたり、様々

な機会やメディアを通じてやっていきたいという状況にとどまって

おりますので、周知方法については今後も委員会の中でしっかりと

注視していきたいと考えております。 

安井委員     コミュニティ助成事業補助金について、助成の中にラジコン草刈

り機が新たに採用されたことについて、私の住む村でも、何種類か

のラジコン草刈り機をデモ走行されていると思います。高いもので

は百何十万円しますし、実際に、今回の予算で認められたのはどの

ぐらいの金額ベースのものか、例えば、高いものだと、傾斜地など

も問題なく使用でき、その他にも様々な機能がありますけれども、

大型になると、運搬など様々な問題も出てくると思います。ラジコ

ン草刈り機がどういう基準で認められたのか、詳しく教えていただ

けますか。 

稲山座長     機種選定については、現在２台の草刈機を予定されているとのこ

とです。実際どういうものを導入されるかということで、分科会で

も参考資料として、クボタの草刈り機のカタログを提供いただいて

おります。最終的にどのように機種選定をするかというのは、自治

会の判断に委ねられるようでございますけれども、資料の中には１

台１５０万円程度の草刈り機の見積りがありますので、幾らかそれ

を値引きされて、予算の中で収められると思います。具体的な機種

の明言まではなく、自治会に委ねられているということでございま

す。 
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安井委員     特に１００万円以上の高価な草刈り機ですと、使い勝手はいいと

思うのですけども、維持管理やメンテナンスの費用もこれから発生

してくると思います。竹チップは、業者に委託して貸し出していま

すから、高額なものについては、そういう形にしていったほうが良

いのではないかと思ったりするのですけど、そういう議論はなかっ

たですか。 

稲山座長     分科会の中でも、今回草刈り機を自治会で導入をしていくという

ことで、良いことではあるが、様々な課題があるのではないかと議

論がありました。その上で、先ほども報告させていただきましたと

おり、今後これを進めていくという当局からの答弁もありましたの

で、きちんと基準を設けてほしいということで、委員会の中で議論

をさせていただいて、座長報告の中で、意見として付記させていた

だいたところです。 

 

産業建設分科会座長報告 

■議案４８号 令和７年度丹波篠山市一般会計補正予算（第２号） 

荒木座長より報告後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

― 質疑なし ― 

 

議員間討議 

堀毛委員長      討論、表決に入る前に、全体を通して何か御意見はありませ

んか。疑義がある場合、市長に確認しておきたい事項がありま

したら、上げていただきたいと思います。何か御意見はありま

せんか。 

― 意見なし ― 

堀毛委員長      ご意見がないようですので、今回は市長への確認質問は行い

ません。ここで暫時休憩とします。 

 

（休憩 １０：０６～１０：２３） 

 

討論・表決 

堀毛委員長    それでは、日程第４の表決を議題とし、これから討論を行いま

す。討論は一括して行います。討論はありませんか。 

                ― 討論なし ― 
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     討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 

堀毛委員長    つづいて、採決を行います。 

 

議案４８号 令和７年度丹波篠山市一般会計補正予算（第２号） 

 

－ 賛成全員で可決 － 

 

堀毛委員長   委員会の審査報告については、委員長に一任願いたいが、ご異議あ

りませんか。 

－ 異議なし － 

 

堀毛委員長  本日の会議は会議記録については、事務局に調製させ、委員長、副委

員長において内容確認を行いたいと思います。また、委員会の審査報告

についてもご一任願いたいが、御異議ありませんか。 

－ 異議なし － 

 

降矢副委員長 挨拶 

 

堀毛委員長  散会宣告 

 

１０：２６  散会 

 

 


